
　富山経済同友会は、平成１０年度に教育問題委員会を
設置して以来、「家庭教育」に焦点を当て、具体的実践
活動に取り組んでまいりました。富山経済同友会の

会員が薦める 　平成２１年度から始まった第６次委員会では、家庭教
育における「読書の力」に注目しました。本を読むこと
で知識や感動が得られるとともに、感想を話し合うこと
で人とのコミュニケーション能力が磨かれると言われて
おります。また、親が楽しそうに本を読む姿を見ること
で、子どもたちに読書の楽しさが伝わるとも考えられま
す。

　このたび、小・中学生にぜひ読んでみてほしい本を会
員の皆さんにお尋ねしたところ、３３冊の本をご推薦い
ただきましたので、それらを取りまとめてご紹介させて
いただきます。

　会員各位におかれては、従業員の皆さんに本書をご紹
介いただくなどにより、読書をきっかけとした親子のコ
ミュニケーションの活性化に一役買っていただければ幸
いです。

平成２２年３月

富山経済同友会 教育問題委員会

平成２２年３月 委員長　大橋　聡司

富山経済同友会

教育問題委員会

　本冊子で紹介した本の内容説明は、特記したものを除き、
「BOOK」データベース（著作権者：（株）トーハン、日本出版販
売（株）、日外アソシエーツ（株）、（株）紀伊国屋書店）からご提
供いただきました。



小学校１・２年生向け 小学校３・４年生向け

1 絵 本 １００万回生きたねこ 3 絵 本 木を植えた男
著　者 佐野　洋子　作・絵 著　者 ジャン・ジオノ　作

フレデリック・バック　絵
出版社 講談社 寺岡　襄　訳

出版社 あすなろ書房

4 読み物 グリム童話集
著　者 Ｗ．グリム、Ｊ．グリム

出版社 岩波書店ほか

　 小学校３・４年生向け

2 絵 本 葉っぱのフレディ 5 読み物 夢を追いもとめて
著　者 レオ・バスカーリア　作 著　者 富山県小学校教育研究会　執筆

みらい　なな　訳／島田　光雄　絵
出版社 童話屋 出版社 富山県ひとづくり財団

ドイツのグリム兄弟が、いまから約200年前に
あつめた昔話を本にしたものです。「ブレーメン
の音楽隊」「白雪姫」「親指こぞう」「ものしり博
士」「三本の金の毛のある悪魔」など、読んで
楽しい話。

　この絵本を、自分の力で「考える」ことをはじ
めた日本の子どもと、子どもの心をもった大人
たちに贈ります。わたしたちはどこから来て、ど
こへ行くのだろう。生きるとはどういうことだろ
う。死とは何だろう。人は生きているかぎりこう
した問いを問いつづけます。この絵本が自分
の人生を「考える」きっかけになることを祈りま
す。

　近代から現代に至るまでに活躍された富山
県出身の偉人たちの業績やご苦労された姿が
まとめられています。とりわけ、先輩の方々の
社会への奉仕の精神やふるさとを愛する気持
ちがよく描かれています。
　　　　　　　　　　　〔推薦者のコメントより〕

　フランスの山岳地帯にただ一人とどまり、荒
れはてた地を緑の森によみがえらせたエルゼ
アール・ブフィエの半生。同名の短編映画は
1987年アカデミー賞短編映画賞受賞。

　死んでもまた生まれかわれる猫は、死ぬたび
に飼い主が悲しんでも自分は平気だった。しか
し、野良猫に生まれかわって一匹の白猫に恋
をし、やがて子どもが生まれ家族を持ったと
き、彼は自分の心の変化に気づく。
　　　　　　　　　　　　〔推薦者のコメントより〕



小学校５・６年生向け 小学校５・６年生向け

6 絵 本 父と娘の日本横断 ～300㎞・自転車の旅～ 8 読み物 杜子春
著　者 山口　理　作 著　者 芥川　龍之介

岡本　順　絵
出版社 講談社ほか

出版社 ポプラ社

7 絵 本 リトル・ウイング 9 読み物 一房の葡萄
著　者 吉富　多美　作 著　者 有島　武郎

こばやし　ゆきこ　絵
出版社 岩波書店ほか

出版社 金の星社

絵 本 木を植えた男 10 読み物 きまぐれロボット
著　者 ジャン・ジオノ　作 著　者 星　新一

フレデリック・バック　絵
寺岡　襄　訳 出版社 理論社ほか

出版社 あすなろ書房

絵 本 葉っぱのフレディ
著　者 レオ・バスカーリア　作

みらい　なな　訳／島田　光雄　絵
出版社 童話屋

　大仙人のおしえで、２度まで一夜にして都で
いちばんの大金持ちになった杜子春は、世の
中のむなしさから、仙人になろうとするが!?

　有島武郎が生前に残した創作集は『一房の
葡萄』ただ一冊である。童話とはいうものの、
人生の真実が明暗ともに容赦なく書きこまれて
おり、有島ならではの作となっている。

　おなかがすけばおいしい食事をつくってくれ
るし、おもしろい話もしてくれるべんりなロボット
を手に入れたエヌ氏。はなれ島で、のんびりと
休日を楽しむはずでしたが…!? 31のゆかいな
お話がつまった1冊。

　こわれてしまった親子の信頼をとりもどすた
め、ふたりの自転車旅行がはじまった―。

　体育が不得意な苺。でも両親は苺の個性とし
て温かく見守る。一方、夏実は失敗を許さない
親に心が壊されていく。そんな二人の前に不
思議な水たまりが現れる。子どもたちの抱える
問題をファンタジーに織り込んだ感動作。
〔出版社の紹介文〕



小学校５・６年生向け 小学校５・６年生向け

11 読み物 浜に立つ女たち 14 読み物 シートン動物記
著　者 大成　勝代 著　者 アーネスト・Ｔ・シートン

出版社 米蔵の会　（発売：桂書房） 出版社 集英社

12 読み物 杉浦千畝物語―命のビザをありがとう 15 読み物 赤毛のアン
著　者 杉浦幸子・杉浦弘樹 著　者 モンゴメリー　作

村岡　花子　訳
出版社 金の星社

出版社 講談社

13 読み物 ２１世紀に生きる君たちへ 16 読み物 ヨハネスブルクへの旅
著　者 司馬　遼太郎 著　者 ビヴァリー・ナイドゥー　作

もりうち　すみこ　訳
出版社 世界文化社 橋本　礼奈　画

出版社 さえら書房

　人間の仕掛ける罠を嘲笑うかのように逃れ
て、コランポー一帯の牧場を荒らしまわる狼王
ロボ。しかしロボにも弱点があった…。自然の
尊厳と脅威を体現したかのような狼の物語。

　アパルトヘイト下の南アフリカ。黒人居留地
に住む姉と弟が町へ旅をするあいだに、さまざ
まな矛盾に遭遇する。現在の社会や人間性に
ついても、読み手の心に強く語りかける作品。
ペアレンツ・チョイス賞オナーブック受賞。

　杉原千畝は、1937年、第二次世界大戦のさ
なか、リトアニアの日本領事館の領事代理に
なりました。千畝は迫害されたユダヤ人を救う
ため、外務省の命令にそむいて、自分の意志
で日本通過のビザを発給しつづけ、6000人の
ユダヤ人の命を救ったのです。心の命令にし
たがった外交官杉原千畝の生涯。愛と感動の
ノンフィクション。

　「子どもは何をしなくてはならないのか?」「人
は何のために生きるのか?」その答えが、司馬
遼太郎の肉声で聞こえてきます。二十一世紀
を迎えた、日本人のすべてに語りかける心の
メッセージ。むだのない、考え抜かれた名文が
私達の感動をよび起こします。

　りんごの白い花が満開の美しいプリンスエド
ワード島にやってきた、赤毛の孤児の女の子。
夢見がちで、おしゃべり、愛情たっぷりのアン
が、大まじめで巻きおこすおかしな騒動でだれ
もが幸せに―。世界一愛された女の子、アンと
あなたも「腹心の友」になって！

　「米騒動」は以前から折にふれ聞いてきまし
たが、子ども向けの本になるとは思わず、当初
は意外な感じがしました。しかし、平易な表現
ながら、歴史上の大きな事件（特に女性や富
山県人にとって）について、過不足なく、当時の
人々の暮らしぶりも併せて記述されていること
に敬服しました。　　　〔推薦者のコメントより〕



小学校５・６年生向け 小学生向け

17 読み物 モモ ―時間どろぼうとぬすまれた時間を人間にかえしてくれた女の子のふしぎな物語
著　者 ミヒャエル・エンデ　作

大島　かおり　訳
出版社 岩波書店

18 漫 画 スラムダンク
著　者 井上　雄彦

出版社 集英社

19 知 識 郷土学習教材
出版社 市町村教育委員会ほか

　 次のページを

　 ご覧ください

読み物 夢を追いもとめて
著　者 富山県小学校教育研究会　執筆

出版社 富山県ひとづくり財団

　子どもたちが「ふるさと」のことを学ぶことは、
人格形成においても、地域づくりにおいても重
要なことである。〔推薦者のコメントより〕

　町はずれの円形劇場あとにまよいこんだ不
思議な少女モモ。町の人たちはモモに話を聞
いてもらうと、幸福な気もちになるのでした。そ
こへ、「時間どろぼう」の男たちの魔の手が忍
び寄ります…。「時間」とは何かを問う、エンデ
の名作。

　高校バスケット部のわずか数ヶ月の出来事
に過ぎないが、その中には人生において大切
なものがたくさん詰まっている。特に安西先生
の言葉「あきらめたら、そこで試合終了」は至
言である。今の小中学生の親も漫画世代。ス
ラムダンクについて語り合えば、親子の会話も
はずむに違いない。〔推薦者のコメントより〕

市町村 主な郷土学習用教材・資料 1-2 3-4 5-6 発行者

わたしたちの朝日町 ○ 朝日町教育委員会

朝日町の民話 ○ ○ 朝日町教育委員会

朝日町の歴史 ○ 朝日町教育センター

朝日町の自然と文化 ○ 朝日町教育センター

入善町 わたしたちの入善町 ○ 入善町教育委員会

黒部市 わたしたちの黒部市（上・下） ○ 黒部市教育委員会

わたしたちの魚津市（H21まで） ○ 魚津市教育委員会

わたしたちの魚津（H21から） ○ 魚津市教育委員会

室山野・東福寺野の台地をひらく ○ 滑川市教育委員会

のびゆくきょうど滑川（CD版） ○ 滑川市教育委員会

上市町 わたしたちの上市町 ○ 上市町教育委員会

わたしたちの立山町 ○ 立山町教育委員会

環境教育副読本（中・高学年用） ○ ○ 立山町教育委員会

舟橋村 舟橋村物語 ○ 舟橋村教育委員会

富山市 わたしたちの富山市 ○ 富山市教育委員会

射水市 わたしたちの射水 ○ 射水市教育委員会

わたしたちの高岡市 ○ 高岡市教育委員会

高岡とそのふきん図 ○ 高岡市教育委員会

国宝瑞龍寺（小学校版） ○ 高岡市教育委員会

高岡が生んだ偉人（小学校版） ○ ○ ○ 高岡市教育委員会

高岡御車山（小学校版） ○ ○ ○ 高岡市教育委員会

重要文化財雲龍山勝興寺（小・中学校版） ○ ○ ○ 高岡市教育委員会

氷見市 わたしたちの氷見市 ○ 氷見市教育研究所

わたしたちの小矢部 ○ 小矢部市教育センター

わたしたちの小矢部地図 ○ 小矢部市教育センター

流れる水のはたらき ○ 小矢部市教育センター

大地のつくり ○ 小矢部市教育センター

小矢部の先人の心に学ぶ ○ ○ 小矢部市教育センター

私たちの郷土小矢部 ○ 小矢部市教育委員会

砺波市 わたしたちの砺波 ○ 砺波市教育委員会

南砺市 わたしたちの南砺市 ○ 南砺市教育センター

魚津市

立山町

高岡市

小矢部市

朝日町

滑川市



中学生向け 中学生向け

20 知 識 １３歳のハローワーク
著　者 村上　龍

出版社 幻冬舎

21  詩 島崎藤村詩集
著　者 島崎　藤村

出版社 角川書店ほか

22  詩 かぎりなくやさしい花々
著　者 星野　富広

出版社 偕成社

　星野富弘は器械体操のすきなスポーツマン
でしたが、中学教師になって間もなく、不慮の
事故で手足の自由を失いました。しかし闘病生
活の中で、生命の尊さを学び、わずかに動く口
に筆をくわえて、一筆一筆、詩や絵をかきはじ
めたのです。

　「いい学校を出て、いい会社に入れば安心」
という時代は終わりました。好きで好きでしょう
がないことを職業として考えてみませんか?
花、動物、スポーツ、工作、テレビ、映画、音
楽、おしゃれ、料理…いろいろな「好き」を入り
口に514種の職業を紹介。派遣、起業、資格な
ど、雇用の現状をすべて網羅した仕事の百科
全書。

　「初恋」「椰子の実」「小諸なる古城のほとり」
…多くの読者に親しまれ愛唱されてきた作品。

市町村 主な郷土学習用教材・資料 発行者

朝日町の歴史 朝日町教育センター

朝日町の自然と文化 朝日町教育センター

滑川市 郷土滑川のあゆみ 滑川市教育委員会

富山市 郷土とやま 富山市中学校教育研究会

射水市 ふるさと射水 射水市教育委員会

高岡 高岡市教育委員会

高岡市周辺図 高岡市教育委員会

国宝瑞龍寺（中学校版） 高岡市教育委員会

高岡が生んだ偉人（中学校版） 高岡市教育委員会

高岡御車山（中学校版） 高岡市教育委員会

重要文化財雲龍山勝興寺（小・中学校版） 高岡市教育委員会

氷見市 郷土学習資料ひみ 氷見市教育研究所

中学校社会科学習帳 小矢部市教育センター

小矢部市全図 小矢部市教育センター

大地のつくり 小矢部市教育センター

小矢部の先人の心に学ぶ 小矢部市教育センター

私たちの郷土小矢部 小矢部市教育委員会

砺波市 郷土砺波 砺波市教育センター

中学校社会科資料身近な地域の学習（地理編） 南砺市教育センター

中学校社会科資料身近な地域の学習（歴史編） 南砺市教育センター

写真で見る昭和の高岡 文苑堂書店

高岡四〇〇年のあゆみ 文苑堂書店

朝日町

高岡市

小矢部市

高岡市

南砺市



中学生向け 中学生向け

23 読み物 次郎物語 25 読み物 代表的日本人
著　者 下村　湖人 著　者 内村　鑑三　作

鈴木　範久など　訳
出版社 新潮社 出版社 岩波書店ほか

24 読み物 夏の庭―The Friends 26 読み物 君の思いは必ず実現する
著　者 湯本　香樹実 著　者 稲盛　和夫

出版社 徳間書店 出版社 財界研究所

読み物 杜子春 27 読み物 生き方　―人間として一番大切なこと
著　者 芥川　龍之介
出版社 講談社ほか 著　者 稲盛　和夫

読み物 きまぐれロボット 出版社 サンマーク出版

著　者 星　新一
出版社 理論社ほか

読み物 モモ ―時間どろぼうとぬすまれた時間を人間にかえしてくれた女の子のふしぎな物語
著　者 ミヒャエル・エンデ　作
出版社 岩波書店

　充実の人生と成功の果実をもたらす、ゆるぎ
なき指針。二つの世界的大企業・京セラとKDDI
を創業した著者が語りつくした、人生哲学の集
大成。

序 章「人生は自分が描いたとおりになる」
第1章「無限の可能性がある」
第2章「思いは必ず実現する」
第3章「感謝の気持ちを忘れない」
第4章「学校で何を学ぶか」
第5章「不運にへこたれるな」
第6章「心をつくる」

　「オレたちも、死んだ人が見たい！」ぼくたち
三人は、「もうじき死ぬんじゃないか」と噂され
ている、ひとり暮らしのおじいさんを見張りはじ
めた。やがておじいさんと口をきくようになった
ぼくたちは、その夏、さまざまなことを知った
…。十二歳の少年たちの忘れがたい夏を描
き、世界の十数カ国で話題を呼んだ作品。

　乳母の愛に包まれて、のびのびと育った次郎
は、5歳のある日、生家に連れ戻された。が、
口やかましい母になじめず、他の兄弟と分け
隔てするおばあさんを憎んだ。救いは、週一
度、町から帰ってくる父のやさしさだった…。愛
に飢え、悩みながら成長する次郎の姿を描い
た不朽の名作。

　新渡戸稲造『武士道』、岡倉天心『茶の本』と
並ぶ、日本人が英語で日本の文化・思想を西
欧社会に紹介した代表的な著作。内村鑑三
(1861‐1930)が、奔流のように押し寄せる西欧
文化の中で、どのような日本人として生きるべ
きかを模索した書。



中学生向け 中学生向け

28 読み物 越中人譚
著　者 岡田編集写真事務所　編

出版社 チューリップテレビ

第１号【郷土】大井冷光・翁　久允・大田栄太郎 第25号【言論】井上江花・横山源之助・海内　果 第49号【稲作】今堀甚三・上坂傅次・金岡甚三

第２号【国際】林　忠正・高峰譲吉・嵯峨寿安 第26号【国文】山田孝雄・志田義秀・高崎正秀 第50号【書庫】加藤宗厚・村上清造・岩倉規夫

第３号【創校】馬場はる・島　　巌・並木文右衛門 第27号【砂防】ヨハネス･デ･レーケ・赤木正雄・高田雪太郎 第51号【俳壇】前田普羅・金尾梅の門・筏井竹の門

第４号【医学】黒川良安・石川日出鶴丸・佐藤やい 第28号【進取】佐伯宗義・金岡幸二・大矢四郎兵衛 第52号【棟梁】岩城庄之丈・藤井助之丞・中村外二

第５号【情報】瀬木博尚・正力松太郎・角川源義 第29号【官僚】南　　弘・牛塚虎太郎・大橋八郎 第53号【蒐集】廣田不孤斎・堀井三友・長島勝正

第６号【電源】金岡又左衛門・山田昌作・加藤金次郎 第30号【造形】本保義太郎・中野双山・竹内源造 第54号【来遊】川田　順・吉井　勇・井上　靖

第７号【発明】高松梅治・川原田政太郎・元井豊蔵 第31号【自然】石井逸太郎・菊池勘左ェ門・植木忠夫 第55号【官選】国重正文・浜田恒之助・白上佑吉

第８号【詩壇】田中冬二・高島　高・瀧口修造 第32号【音楽】福井直秋・高階哲夫・黒坂富治 第56号【建築】清水喜助・松井角平・吉田鉄郎

第９号【横綱】梅ケ谷藤太郎・太刀山峰右衛門・立浪彌右衛門 第33号【文壇】源氏鶏太・柏原兵三・堀田善衞 第57号【技匠】大島五雲・米　治一・須賀松園

第10号【教育】南日恒太郎・山崎兵蔵・亜武巣マーガレット 第34号【知事】高辻武邦・吉田　実・中田幸吉 第58号【文学】岩城準太郎・田部隆次・尾島庄太郎

第11号【農地】松村謙三・萩原正清・椎名道三 第35号【万葉】五十嵐篤好・高沢瑞信・田辺武松 第59号【書壇】内山外川・青柳石城・上原欣堂

第12号【起業】浅野総一郎・黒田善太郎・大谷米太郎 第36号【花樹】加茂善治・水野豊造・進野久五郎 第60号【女流】小寺菊子・沢田はぎ女・方等みゆき

第13号【童心】室崎琴月・多胡羊歯・井口文秀 第37号【開拓】沼田喜三郎・川端元治・牧野キク 第61号【法律】磯部四郎・竹田　省・沼田稲次郎

第14号【渓谷】冠松次郎・山田　胖・宇治長次郎 第38号【歌壇】筏井嘉一・渡辺順三・木俣　修 第62号【貫徹】上埜安太郎・犬島宗左衛門・正力喜之助

第15号【岳人】小杉復堂・田部重治・吉沢庄作 第39号【民権】稲垣　示・島田孝之・米沢紋三郎 第63号【校歌】大島文雄・小澤達三・三浦孝之助

第16号【献身】谷口節道・萩野　昇・堀田くに 第40号【汽船】馬場道久・藤井能三・南嶋間作 第64号【舞台】池田祐証・高沢滋人・雪山隆弘

第17号【芸能】冨士月子・常盤津明石太夫・津村　謙 第41号【私塾】岡田呉陽・小西有義・大橋十右衛門 第65号【種籾】稲塚権次郎・杉谷文之・盛永俊太郎

第18号【法曹】細野長良・金山季逸・石坂修一 第42号【婦選】平岡初枝・高木富代・池淵　正 第66号【画壇】鷹田其石・石崎光瑶・郷倉千靱

第19号【有磯】林　良二・高柳　博・安部武雄 第43号【学僧】笠原研寿・金山穆韶・梅原眞隆 第67号【敷網】堀埜與右衛門・上野八郎右衛門・酒井光雄

第20号【国宝】石黒宗麿・松原定吉・松本謙三 第44号【達人】斉藤弥九郎・石黒信由・江尻豊治 第68号【工藝】金森映井智・畠　春斎・山崎覚太郎

第21号【意匠】畑　正吉・国井喜太郎・大野為次 第45号【婦権】中川幸子・星かつゑ・富本一枝 第69号【画人】篁　牛人・豊秋半二・棟方志功

第22号【史壇】木倉豊信・林喜太郎・高瀬　保 第46号【生薬】邨沢金広・中沖太七郎・桜井勘六 第70号【実業】竹平政太郎・杉野林平・青井忠治

第23号【工場】河合良成・井村荒喜・吉田忠雄 第47号【映画】河浦謙一・丸根賛太郎・佃　血秋 第71号【調査】大間知篤三・中川幸庵・京田良志

第24号【金融】安田善次郎・中田清兵衛・米田元吉郎 第48号【反骨】金山従革・若宮卯之助・細川嘉六 第72号【記録】蓮沢成淳・佐伯富男・藤平正夫

　子どもたちに、郷土の先人の偉業を知っても
らい、郷土愛を育んでもらうとともに、人生を切
り開く力としてもらいたい。
　　　　　　　　　　　　　〔推薦者のコメントより〕
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29 読み物 経営者、１５歳に仕事を教える 32 読み物 ４６年目の光  ―視力を取り戻した男の奇跡の人生
著　者 北城恪太郎 著　者 ロバート・カーソン　作
出版社 丸善 池村　千秋訳

出版社 ＮＴＴ出版

30 読み物 現代人の伝記（１）（２） 33 読み物 小さな国の大きな奇跡 ～キューバ人が心豊かに暮らす理由～
著　者 『致知』編集部 著　者 吉田　沙由理

アレイダ・ゲバラ
出版社 致知出版社

出版社 WAVE出版

31 読み物 国をつくるという仕事
著　者 西水　美恵子

出版社 英治出版

　前世界銀行副総裁が語るリーダーシップの
真実。貧困のない世界を夢見て…23年間の闘
いから見えてきたもの。

　マイク・メイはいつも体当たりで生きてきた。３
歳で視力を失った後も、実業家として成功し、
温かな家族に恵まれ、幸せな暮らしを送ってき
た。そんなメイに、46歳のとき、驚くべきニュー
スがもたらされる。幹細胞移植という目の手術
を受ければ、「視力を取り戻せるかもしれない」
というのだ。しかし手術には、数々のリスクがと
もなう。この手術を受けるべきなのか―。人間
の視覚と脳のミステリーを見事に描き出した感
動の実話。

　世界で唯一成功した社会主義国キューバ。
医療も学校もみんな無料。日本人が格差社会
で失った、キューバ人の平和で豊かな素顔と
幸せな暮らしぶりを目線低く描写する。

　人生の多くの時間は仕事についやされます。
楽しみ、喜びを見出せる仕事に出会えれば、
実りある人生を過ごせる可能性は非常に高い
でしょう。この本では、著者が中学校で子供た
ちに語りかけてきた、仕事というものがどういう
ことなのか、会社を経営するとはどういうことな
のか、これからの会社や教育はどうあるべきな
のか、そしてそのなかでどう生きていくべきな
のかを紹介します。

　有名・無名の現代人の人生観、仕事観は、大
人が読んでも感銘を受けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　〔推薦者のコメント〕
（１）セーラ=マリ=カミングス･鍵山秀三郎･矢谷
長治･向野幾世･山下泰裕･家本賢太郎･潮谷
愛一･相田みつを
（２）大橋秀行･尾車浩一･塩沢みどり･草間
吉夫･畠山重篤･奥崎祐子･清水哲･大平光代･
永守重信



〒930-0856　富山市牛島新町5番5号
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　　ホームページ ： http://www.doyukai.org

　　富 山 経 済 同 友 会

◆ご推薦いただいた会員

飴  久晴 （コーセル㈱　取締役会長）

池田　進 （㈶富山県新世紀産業機構　専務理事）

稲垣　晴彦 （北陸コカ・コーラボトリング㈱　取締役社長）

浦山　哲郎 （（学）浦山学園　理事長）

大橋　聡司 （大高建設㈱　取締役社長）

奥野　博之 （オークス㈱　取締役社長）

小柴　順子 （㈱コージン　取締役会長）

佐々木　千佳子 （税理士法人拓新　相談役）

塩井　保彦 （㈱広貫堂　代表取締役）

千田　由美子 （㈱アイザック・ユー　取締役社長）

高見　貞徳 （富山検査㈱　取締役会長）

高柳　卓三 （㈱富山銀行　取締役会長）

飛島　邦彦 （共和土木㈱　取締役会長）

中尾　哲雄 （㈱インテック　取締役会長）

新田　八朗 （日本海ガス㈱　取締役社長）

藤井　裕久 （㈱藤井産業　取締役社長）

牧田　和樹 （㈱牧田組　取締役社長）

桝田  敬次郎 （㈱桝田酒造店　取締役会長）

松原　吉隆 （大同産業㈱　取締役社長）

宮本　浩史 （東海東京証券㈱　富山支店長）

山瀬　孝 （㈱ジェック経営コンサルタント　取締役社長）

山達　是人 （高岡商工会議所　専務理事）

山野　昌道 （㈱スカイインテック　取締役社長）

吉岡  隆一郎 （㈱文苑堂書店　取締役社長）

若林　忠嗣 （日本海電業㈱　代表取締役）

渡邉　洋一郎 （ANAクラウンプラザホテル富山　総支配人）

　　　<五十音順、敬称略>
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